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   Biological and biochemical characters, especially, nutritional requirements of the group III 

nonphotochromogens isolated in Japan have been described (Tables 1 and 2). Among thirty-

seven strains studied, twenty-one with NJ-symbol and three with SJ-symbol were the strains 

proved to have been pathogenic for human. 
   This group of mycobacteria was differentiated clearly from M. tuberculosis, M. bovis, M. 

kansasii and M. marinum by the characters presented in this study. Relationships between the 

nonphotochromogens and M. avium, M. terrae and M. aquae will be discussed in the following 

report.

S1◎wlygrowingnonphotochromogenicmycobacteria

〈以下nonphotoと 略)が 人 間 に 病 源 性 を 示 す 例 は,

Crowetal・i)に よ り報 告 され ,そ の 後 各 国 で 多 くの 報

告 がな され た｡わ が 国 のnonphoto感 染 例 は 確 実 な もの

が20数 例 あ り,日 比野2),山 本 な ど3),須 藤4)に よつ て

総 括 され て い る｡nonphoto(必 ず し も病 源 性 を 示 した も

の のみ とは か ぎ らぬ)の 性 状 に つ い て は,Croweta1.i),

Runy◎n5),Bojali1&Cerb6n6),Meissner7),B6nicke8),

戸 田9),占 部1｡》,Kovacsii》 な どに よつ て,主 とし て形 態

的 性状 に つ い て 記載 され てい るが,amidase活 性 を 中心

とす る生 化学 性 状 に つ い て もB6nicke8),戸 田9),占 部1｡),

今 野12>,北 村13)に よつ て 研 究 され て い る｡そ の他 血 清 学

的 性状 に つ い て はSchaeferM),Castelnuovo&M0re1-

1ini15),Jonesetal.i6)・virulenceに つ い て はCrow

etal.i),Durreta1｡17),Bojalil&Cerb6n6),Meis-

sner7),東 村 な ど18)に よつ てM.aviumと 比 較 され て い

る｡

以上 の ご と くnonphotoの 生化 学 的 性 状 に つ い て は 十

分 研 究 され て い な い の で,第1報19)に 記 し た 種 々 の 性

状,こ とに 栄 養 要 求 を 中心 とし た性 状に つ い て 系 統 的 に

研 究 した 結 果 を 本 報 に報 告 す る｡nonphotoの み な らず

「非 定 型 」 抗 酸 菌 の 栄 養 要 求 に つ い ては,こ れ まで 研 究

が 行 なわ れ て い な い｡

研 究 方 法

菌 株 名 は 実 験 成 績 の 表 に あ げ た｡こ の 中 でNJの 記 号

の 付 され た 菌 株 は,日 比 野2),山 本 な ど3),須 藤4)に よつ

て,「 病 源性 」 あ りと認 定 さ れ た も の で,そ の 分離 源,
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分離年については,日 比野2),須 藤4)の文献に 記 載 され

てい る｡SJの 記号の3株 は,は 『じめscotoと された株

であ るが,第1報19)お よび第2報2｡)に 述べた定義に従 つ

てn◎nphotoに 組み入れ た｡NJの 記号のない菌株は,

病源性の根拠が十分でなか つたもの,ま たはまだ確定 さ

れていない菌株であ る｡

実験方法は第1報19)に 記 した｡

実 験 成 績

成 績 は 表1お よび2に 一 括 し た｡表 に は 「病 源性 」

nonPhoto24株 とそ れ に 準 ず る13株 計37株 の 性状

を示 し た｡こ れ らの性 状 を 要 約す る と次 の ご と く で あ

るo

集 落形 態:白 色,ク リー ム色,淡 黄 色,淡 褐 色,淡 桃

色,湿 潤,平 滑 な集 落 をSauton寒 天 お よ び 卵 培 地

(L6wenstein-Jensen培 地 お よ び1%小 川 培 地)に 作

る｡大 部分 の株 の集 落 の 色 は 白 色 な い し ク リー ム色 で あ

る｡SJ記 号 の3株 は 陳 旧培 養 で は 黄 澄 色 に着 色 して い

るが,Sauten寒 天 の初 発 集 落 は ク リー ム 色な い し微 黄

`色 で あ る
｡

硝 酸還 元:陰 性｡catalase:陽 性｡peroxidase:陰 性｡

arylsUlfatase3日 試 験:陰 性｡

2週arylsulfatase:23/37(62%)が 陽 性｡nonphoto

の2週arylsulfataseは 陽 性 とされ て い る が21),わ が 国

分 離 のnonphotoで は 陰 性 の もの が38%も あ る こ とは

注 目 され る｡

salicylate分 解:陰 性｡PAS分 解:陰 性｡

niacin:陰 性｡

amidases:14/37(38%)セ まnicotinamidaseとpyrazin-

amidase陽 性,1/37(3%)はnicotinamidaseの み 陽

性:22/37(59%)はB6nickeの10種 のamidase反

応 が 全 部 陰性 で あ る｡B6nicke8)はnonphotoのamidase

patternと して,nicotinamidaseとpyrazinamidase陽

性(M・aviumと 同 じ)を あ げ て い る が,わ が 国 分 離 の

n◎nphotoで は,こ の 型 を 示 す もの は38%で あ つ て,

59%ま で がす べ てのamidase反 応 陰性 で あ る こ とが 注

目さ れ る｡

O・2%PAS含 有1%小 川 培 地 で の 発 育:陽 性(27/37

=73%)｡

O・25mg/mlNH20H・HC1含 有1%小 川 培 地 で の 発

育:陽 性(37/37=1006e)｡0.5mg/mlNH20H・HC1含

有1%小 川 培 地 で の 発育:32/37が 陽性(発 育 不 能 の5

株 は,外 山(NJ-4),大 野(SJ-4),福 島(SJ-11),内

田,田 中茂 の5株)｡

O.5mg/mZNa-salicylate含 有1%小 川 培 地 で の 発

育:陽 性(34/37ニ92%)｡

1.Omg/mlNa-salicylate含 有1%小 川 培 地 で の 発

育:陽 性(26/37=70%)｡

結 核 第42巻 第2号

10μ9/mlthiophen-2-carbonicacidhydrazide含 有

1%小 川 培 地 で の 発 育:陽 性(37/37=100%e)｡

0.1%picricacid含 有Sauton寒 天 で の 発 育;陰 性

(発 育 陽 性 率 は4/37=11%)｡

発 育 温 度:(1)28｡Cお よび37℃ に 発 育 す るが,45℃

に発 育 しな い もの は,17/37=46%;(2)45℃ まで 発 育

す るが,52℃ に 発 育 しな い もの は,20/37=54%｡す な

わ ち37℃ 発 育 株 と45℃ 発 育 株 は ほ ぼ 同数 ず つ で52℃

発 育 株 は な い｡

有 機 酸 の 単 一C源 と して の 発 育 へ の 利 用:acetateは

全 株 に よ り利 用 さ れ た(37/37=100%);pyruvateは

33/37=89%に よ り利 用 され た;他 の 有機 酸 を 利 用す る

も のは まれ で,malateが3/37=8%に よ り,fumarate

が4/37:11%の 株 に よ り利 用 さ れ た;citrate・suc-

cinate,benzeate,malonateは 全 株 これ を 利 用 しな かつ

た(0/37=0%)｡

炭 水 化 物 の 単 一C源 と して の 発 育 へ の 利 用:glucose

をま26/37=70%,propano1を まt27/37=73%,ethanolは,

12/37=32%,fructose壱 ま5/37=14%,sucrose寺 ま3/37

=8%,2,3-butyleneglycolを ま2/37=5%,1,3-butylene

glycolは1/37=3%の 菌 株 に よ り利 用 され た｡他 の炭

水化 物(有 機 酸 を 除 く)す なわ ちmannose,galact｡se・

arabinose,xylose,rhamnose,trehalose,raffinose,

inosito1,mannitol,sorbito1,1,4-butyleneglyco1,pro-

pyleneglyco1は 利 用 され な か つ た(0/37=O%)｡

炭 水 化 物 か らの 酸 形 成:91ucose,fructese,sucrose・

mannese,galactose,arabinose,xylose,rhamnose,

trehalose,ra伍nose,inositol,monnitol,sorbito1の

いず れ か ら も酸 を 形 成 しな い(0/37ニ0%)(た だ し91u-

coseよ りの酸 形 成 が 弱 陽 性 の株 が1株 あ つ た)｡

N化 合物 の単 一N源 と して の 発 育 へ の 利 用:L-Gluta・

mateは 全 株(37/37=100%)に よ り利 用 され た;NaNO3

も全 株(37/37=100%)に よ り利 用 さ れ た;L-serineは

14/37=38%,acetamideを ま、18/37=49%セ こ よ り,urea

tま18/37=49、%itこ よ り,pyrazinamide脅 ま25/37=68%

に よ り,nicotinamideは21/37:57%に よ り,isonic｡

otinamideを ま、13/37=35%セ こよ り,succinamideを ま33/

37=89%に よつ て利 用 さ れ た;L-methionine2/37=5

%に よつ て のみ 利 用 され,nitriteは 利 用 さ れ な か つ

た(0/37=0%)｡

N化 合物 の 中 でurea,nicotinamide,pyrazinamide,

isonicetinamideの4者 のamidesの 中 で ,2者 以上 利

用 し た もの は28/37=76%で あ つ た｡こ の 性 質 はM.

avium,M・terrae2i)22),M・aguae20)(仮 称)と 類 似 して

い るo

N化 合 物 の 同 時NC源 とし て の発 育 へ の 利 用:L-Glut・

amateを 利 用 し た も の は7/37=19%で あ つ た;他 の

レseriぬe,91ucosamine,acetamide,benzamide,mono・
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ethanolamine,trimethylenediamineは 利 用 され な か

つ た(0/37=O%)｡

マ ウス に 対す るvirulence:一 部 を 既 報 した18>｡一 般

に ルτ｡⑳伽隅 よ り弱 い｡

考 察

以上 のnonphotoの 性状 を既 知speciesと 比 較 す る と

き類似 度 の 高 い もの は,い うま で もな くM・avium(M・

aviumの 性 状 に つ い ては 文 献23参 照),M・terγae""i>22)

お よびM.aauae20>の3者 で あ る｡こ れ ら とnonphoto

を あ わ せ た4者 はnumericalclassificationで もone

largeclusterを 作 り,類 似 性 の 高 い こ と が 認 め ら れ

る24)25)｡こ れ らのspeciesとnonphotoと の 比 較 は 次

報(第5報)に@ず り,差 異 の 明確 な次 のspeciesと の

鑑 別点 を あ げ て お く｡

M.marinum26).acetate,pyruvateお よ びglucose

をC源 として 利 用 しな い｡硝 酸 還 元 陽 性｡urease陽 性｡

allaRtoinaseも 大 部 分(7fg)で 陽性｡ま た45℃ に 発 育

す る株 は ない｡以 上 の 点 でnonphotoと 異 な つ て い る｡

M.kansasii27).集 落 形 態 は 通 常roughで 光 発 色 性 が

あ り,urease陽 性,硝 酸 還 元 陽 性,NH20H培 地 に 発 育

しない｡acetate,pyruvateをC源 とし て 利 用 せ ず,

urea,pyrazinamide,is｡nicotinamide,nicotinamide

をN源 として 利 用 しな い｡45℃ に発 育 す る もの は な い｡

M.luberculosisお よびM.bovis.urease陽 性,2週

arylsulfatase陰 性,NH20H培 地 に 発 育 せ ず,PAS培

地 に も発 育 しな い｡salicylate培 地 に 発 育 しな い｡45℃

に 発育 しな い｡acetate,pyruvate,glucose,propano1

は 本研 究 の 方 法 に よ り検す る か ぎ り利 用 され な い｡硝 酸

塩,acetamide,urea,pyrazinamide,nicotinamide,

succinamideの い ず れ もN源 とし て利 用 しな い｡以 上 の

ほ かにM.bovisはTCH培 地 に 発 育 せ ず,M｡tubercu-

lesisはniacin陽 性 で硝 酸 還 元 陽 性 で あ る｡

M.avium,M.terrae,M・aquae(仮 称)と の 比 較 に つ

い ては 次 報 に 論 じ る｡

総 括

わが 国分 離 のnonphGtochromogens37株(う ち21

株 はNJ記 号の付 され てい るもの)の 生物学的,生 化学

的性状を記載 した｡
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